
（別紙の２）

自己評価及び外部評価票
〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこの意見をサービス向上に活かしている。

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる。

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに
取り組んでいる。

事業所連絡会議の場を利用し、担当者と連
絡を取り合っています。また運営推進会議が
現在は書面での開催となっていますが、直
接渡している為、その際に相談等させていた
だいています。

運営推進会議の委員として富士見町住民福
祉課より参加いただき、会議報告時や「認知
症SOSネットワーク会議」の機会を活用して、
現状の報告や相談を行っています。

当ホームでは基本姿勢として『身体拘束』は
行いません。ただし身の危険性についての
説明を家族に行っています。月に1回身体拘
束についての対策委員会を行っています。

身体拘束虐待防止委員会を毎月開催し、会
議内容をりーダー会で報告しています。eラー
ニングを活用した職員研修を導入し、全職員
が研修を受講できるよう取り組んでいます。ま
た、法人ではICT化による利用者の安全性や
職員の早期リスク対応、情報の共有が高まる
よう検討しています。

従来は年4回開催し、ホームでの活動状況
の報告を行っています。またご家族の意見
や要望をお聞きし、今後のホーム運営に活
かしています。コロナ禍の為現在は書面での
開催を行っています。

年４回の運営推進会議は書面開催で行って
いることを議事録で確認しました。事業所の
状況や利用者の様子、外部との連携状況が
数字で分析され、細部にわたり報告されてい
ます。コロナ禍は、各会議メンバーへは施設
長が書面を持参し、説明やご意見を伺って連
携に努めていました。

『あるがままに、在るがままに・・・』の基本理
念を根本に職員全体で共有しています。

コロナ禍の３年間は、利用者の方が希望され
る外食や外出支援が思うようにできない状況
が続きましたが、事業所の基本方針である
「それぞれの方がもつ世界を大切に～」を軸
に、利用者との会話から聞かれる要望は、可
能な限りフットワーク軽く対応するよう心がけ
ています。管理者や職員のヒアリングで伺え
ました。

現在はコロナ禍という事もあり思うように出
来ていませんが、地域のボランティアグルー
プの受け入れや、近隣小学校との交流を
行っています。また安心の家として地域に根
ざしています。

「子供を守る安心の家」として継続的に取り組
み、今年も新１年生になった小学生が学校帰
りに「トイレかして！」と気軽に立ち寄れる場
所として根付いている様子を伺いました。地
域の「認知症SOSネットワーク参加事業所」と
して、他機関と取り組んで活動しています。

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

実習生の受け入れをしています。また認知
症ケア専門士等の資格取得の推進を行って
います。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている。

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている。

職員の『やる気』に配慮し、外部の研修等で
スキルアップの機会を作っています。院内や
系列施設にて行われている研修会への参加
を促し、積極的に学んでいます。またシステ
ムによる研修参加も個々にすすめています。

系列事業所の老人保健施設（5箇所）、特別
養護老人施設（3箇所）、小規模多機能型居
宅介護、グループホームとの職員交流や研
修会への参加を積極的に行っています。

ホーム会、リーダー会、各委員会やサービス
担当者会議の場を設けたり、個別の面談を
行ったりして、職員の要望、意見を取り入れ
ています。

重要な事案や要望は、それぞれの会議にて
検討し、リーダー会へ職員の総意として提案
していること、また全職員が上司と定期的に
面談する機会があり、要望や意見を伝えてい
ます。職員ヒアリングで伺いました。

職員の働きやすい職場作りや、職員の希望
に配慮した勤務表の作成を行っています。

十分な時間をとって行っています。

日々、入居者やご家族が気軽に意見や要望
が言えるような雰囲気作りを大切にしていま
す。玄関に意見箱を設置しています。アン
ケートの実施を検討していきます。

管理者から「家族の要望で、コロナ禍の中で
も可能な限り面会ができる工夫を行っていま
したが、以前のように家族と職員がゆっくり話
すことができないため、意見や要望を把握し
反映することができていない。早期に以前の
状態に戻していきたい」との話がありました。

今後コロナ禍前の状況に戻り、家族と
のさらなる連携に向けてアンケートの
実施を期待いたします。

システムを使い各自学習を行ったり、ミニ勉
強会を開催、系列施設での研修会に参加を
しています。また管理者は職員の心身のスト
レスに配慮し、気持ちよく働ける職場作りを
目指しています。

現在のところ利用者に、権利擁護に関する
対象者はいません。そのため、職員に対し
て、成年後見制度に関する勉強会は実施し
ていません。今後、必要に応じて学ぶ機会を
作りたいと思います。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている。

一人ひとりの想いや時間を尊重しています。
その中で、一人が孤立することがないよう、
コミュニケーションや関わり方の充実により、
共に暮らしを楽しめるよう心がけています。

入居者やご家族の方々にとって、ここが『第
二の家』になっていただけるよう努めていき
ます。また病院や施設のケースワーカーと連
携をとることで、入院や退所時のフォローを
行います。

ホームへの来所時、お電話を通じ、本人の
日頃の状態を報告・相談しています。その際
場合によっては、ご家族のお力をお借りする
こともあります。

当ホームは、ご家族・地域の方々に対し、
オープンなホームを目指しております。コロ
ナ禍の為制限もありますが、可能な限り、隣
接する施設との交流やご家族、知人との電
話や外出などで、馴染みの関係が維持でき
るよう支援をしています。

やまゆりの理念実践としてオープンなホーム
に力を入れていましたが、コロナ禍の中で馴
染みの方々との交流が制限されていました。
現在少しでも早く外部との交流ができ、以前
のように活気溢れる施設になるように、早速４
月から外出の行事や散歩時に地域住民の
方々とあいさつを交わしています。施設内に
は皆さんの笑顔溢れる行事の写真が掲示さ
れていました。

ご家族の率直な声に対し、迅速に対応をす
ることに努めています。またその内容によっ
ては、ご家族と話し合いの場を持つよう心が
けています。

目標としては、職員、利用者ともに相互扶助
の関係を目指していますが、時と場合によっ
ては、支援する人・される人の力関係になっ
ていることは否めません。

その方の持つ世界を大切にすることを基本
方針とし、初めは『直さない・正さない』事を
念頭に置いています。日々のケアの中で、本
人の心身の状態や、想いをくみ取るよう努め
ています。

当ホームが、ご家族にとっても『第二の家』に
なるような関係作りに配慮しています。アット
ホームな雰囲気の中で、家族の抱える悩み
や苦労を分かち合えるよう職員一同努めて
います。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

地域の区長さん、民生委員さん、消防団の
方々からは、開所当初からホームの環境面
に対してご協力を頂いています。またホーム
を地域のボランティアグループの活動の場と
して提供しています。

毎日の生活記録、身体状況に関する記録を
中心に、入居者のケアに繋げています。

入居者に関する必要な事柄に対し、院内の
リハビリ、薬剤師やドクター、歯科衛生士の
支援を頂いています。

入居前の情報にはとらわれず、ホームで共
に生活する中で見えてきた本人の力を活か
すことで、より豊かに暮らせるよう支援に努
めています。

介護支援専門員が中心となり、現行のケア
プランの進捗状況や評価を行っています。ま
た介護リーダーが介護支援専門員の精神的
な支えとして、その時の状況に合わせた柔
軟な対応を行っています。

事業所には看護職員が常勤で勤務している
ほか、医療面での連携や法人グループ内の
他事業所からリハビリ専門スタッフの定期的
な訪問があり、介護職員と他専門職、本人、
家族参加で意見が反映された介護計画を作
成していることをカンファレンス記録で確認し
ました。

カンファレンスや日々の生活を通じ、入居者
の希望や意向を共有して、一人ひとりの想い
や希望に沿った暮らしができるよう配慮して
います。

入居時の詳細な情報収集や、日常生活の中
で利用者との会話から思いや意向を察知する
よう、職員の気づきの視点を大切に「ひもとき
シート」を活用した研修を行っています。情報
収集や、思いや意向を「ひもときシート」で見
える化することによって、ユニット内の職員が
共有し個別ケアに取り組んでいます。カンファ
レンス資料で確認しました。

その人の培った人生や、馴染みの物や場所
など、できる限りの把握に努め、これらに基
づいた関わり方を心がけています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る。

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。 当ホームで定めている『防災マニュアル』に

沿った対応を行っています。また災害時には
福祉避難所として活用するよう町と協定を締
結しています。

防災マニュアルに沿った訓練や、職員研修と
して災害対策の動画を視聴し、全職員が共通
認識をもつよう計画的に行っています。同法
人の協力関係にある特別養護老人ホーム恋
月荘との合同協議や、食材等の緊急物資の
提供について連携を図っています。前回の外
部評価目標の自家発電の設置が完了してい
ました。BCP（事業継続計画）も策定されてい
ました。

当ホームは方針として、ご本人やご家族の
希望があれば『看取り』を行っています。身
体機能の低下や状況の変化がみられた際
は、ご家族と十分な話し合いの場を持ち、方
向性を決めていきます。その際は富士見医
療福祉センターの関連施設とのネットワーク
を活かした対応を検討します。

「終末期をやまゆりで…」と、本人や家族と何
回も話し合いを行い、最後までやまゆりで生
活された事例を聞きました。また、開設13年が
経過し、利用者の重度化もみられますが、本
人や家族と話し合いを重ね意向を尊重し、そ
の方にとって一番安心できる生活への支援を
行っています。常駐している看護職による医
療面のサポートは、本人や家族、職員の安心
につながっていることを職員のヒアリングや家
族アンケートで伺いました。

当ホームで定めている『緊急時のマニュア
ル』に沿った対応を行っています。

富士見医療福祉センターより全面的なバック
アップを受けています。

当ホームの経営母体である、富士見医療福
祉センターの全面バックアップを受けていま
す。介護支援相談員が中心となって、主治医
と連絡を密に取り、その入居者の方向性をご
家族と相談しながら決めていきます。

当ホームの経営母体である、富士見医療福
祉センターの全面バックアップを受けていま
す。また町の個人医院の往診も個々で協力
いただいています。

入所時、本人や家族の意向を確認し、医療機
関の選択を行っています。他の専門医療との
連携もスムーズに行われ、家族の安心につな
がっている様子をアンケートで確認しました。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

当ホームの毎食の献立は、基本的に富士見
高原病院の管理栄養士が作成したメニュー
表に基づいて作られています。また必要な入
居者には、一日の食事量、水分量の観察及
び記録を行っています。

毎食後の口腔ケアは入居者全員行っており
ます。ご自分で上手に行えない方は、職員が
時間をかけ丁寧なケアが行われております。
また定期的に高原病院の医師、歯科衛生士
が往診に来て、口腔内を診ていただいてい
ます。

身だしなみやお洒落に対して特別な拘りは
ありませんが、化粧や毛染めなどご本人や
ご家族の希望に沿った対応は行っていま
す。

入居者の希望全ては取り入れられません
が、日々の生活の中で『食べたいもの』の声
を拾い上げ、メニューに反映しています。ま
た旬な食材、季節に即したメニューも取り入
れています。定期的に行事食を取り入れ、普
段とは趣の違うものを提供しています。

コロナ禍前は、利用者の希望で外食を多く取
り入れて楽しむことを行ってきましたが、現在
は出前をとっています。今後、外食の機会を
増やしていきたい。また、法人事業所の特徴
である食事作りは、前日に、次の日必要な食
材が配送され、利用者の方も新鮮な野菜や
食材の色、臭い、手触りを楽しんでいます。食
事の準備や下ごしらえはできる範囲で参加し
てもらえるよう声掛けを工夫しています。当日
も昼食を楽しまれていました。

本人の想いを察し、希望を叶えるべきケアを
心がけていますが、時と場合によっては不自
由なこともあると思っています。

入居者の持つ『時間の流れ』に沿った暮らし
方ができるよう努めています。また、生活リ
ズムの観点から、職員主導の『時間の流れ』
を求める場合、さりげない誘導を心がけてい
ます。

援助が必要な時も、本人の想いを察するケ
アを心がけ『いいよ・嫌だ』の意思をくみ取っ
ていますが、日々の生活の中で、時と場合に
よっては不充分なこともあるかと思っていま
す。

日常の何気ない会話の中に、利用者の気持
ちを伺いながら入浴やトイレ誘導が行われて
いました。居室の入口には暖簾がかけられ、
空調関係で入口ドアを開ける必要がある時
も、プライバシーが守られる配慮がされていま
した。今年度は事業計画の中で、尊厳を意識
した声掛けの研修を予定しています。

今年度、事業所の事業計画の中で「接
遇研修を実施していく」と施設長から
お聞きしました。全職員で現状を振り
返り、今まで以上に利用者の尊厳に
配慮したやまゆりの生活支援を期待
いたします。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている。

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している。

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている。

入居者一人ひとりの希望に沿う形で外出な
どを行いたいと思っていますが、時と場合に
よっては困難な時もあります。近所への散歩
や自宅の様子を見に行く等、できることを定
期的に実施しています。

コロナ禍でも近所の散歩は欠かさず行ってい
ましたが、外出支援ができない状態が続いて
いました。今後、家族の協力を得ながら外出
の機会を多く作っていきたいと管理者より話
がありました。さっそく４月には利用者の方が
楽しみにされていたお花見ドライブに出かけ
ることができました。今後は個人の要望等を
伺いながら、数多く実施したいとのお話でし
た。職員ヒアリングでも伺いました。

看護師の指導の下、入居者一人ひとりの専
用ケースで薬の管理を行っています。服薬
時はＷチェック、飲み込むまでの確認を行っ
ています。

その方の培ってきた人生を参考に、また、
ホームでの暮らしの中でみえてきた『得意・
不得意』を配慮して、本人の気が向くときに
相談し、行っています。

週2回の入浴を基本としていますが、希望者
や発汗の多い入居者の方に対しては、その
限りではありません。入浴拒否の強い入居
者に対しては、曜日や時間を固定せず柔軟
な対応をしています。

各ユニットに浴室があり、時間的制約を受け
ずに利用者に合わせた入浴ができます。毎日
入浴支援を行っており、利用者の心身に応じ
て臨機応変な対応ができます。個浴のリフト
浴も完備され、身体状況が重度化されても
ゆったりと入浴ができるシステムになっていま
した。

昼夜逆転にならない程度に、その日の体調
に合わせ、午睡や休息がとれるよう配慮して
います。

基本的には毎食後の排泄誘導を実施してい
ますが、入居者によっては、その方の排泄パ
ターンに即したケアの実施ができています。
また全入居者に対し羞恥心に配慮した声が
けもできていると思っています。

現在全員の方がトイレでの排泄に取り組んで
います。利用者の状況を細かく情報収集を行
い、トイレ誘導のタイミングや声掛けの工夫を
図りながら、個別にデータをとり、ユニット職員
全員で把握しています。排泄表で確認しまし
た。

職員全員で入居者の排便間隔・便の性状に
注意を払っています。また必要に応じ、申し
送りの時間を利用し、柔軟な対応を行ってい
ます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

その入居者の行動障害や身体状況に合わ
せ、安全面に配慮しています。

一人になれる空間（居場所）や時間を持てる
よう、配慮しています。

室内への私的持ち物に関しては、重要事項
説明書で禁止されているもの以外は、ご家
族や本人と相談しながら持ち込んでいただ
き、居心地のよい居室作りを心がけていま
す。

居室の中は木材を多く使用し、落ち着きと温
かさを感じさせています。備え付けの家具以
外にも、利用者が自宅で使っていた棚等を持
参され、ベッドの横に使いやすいように配置さ
れていました。そこに生活されている一人ひと
りの部屋の個性が感じられました。

先方からの電話取り次ぎやお便りの返信、
また、入居者の携帯電話の持ち込みにて対
応をしております。

入居者、ご家族、職員、訪問客全ての方々
に『気持ちよい環境』を意識して、環境作りを
行っています。

当日の天候は、激しい雨と風が吹き、外は荒
れていましたが、ホームのリビングでは８名の
利用者の方が集まって、お茶を飲まれながら
職員と一緒に新聞記事の話題で盛り上がって
いました。施設全体に木材を多く使用し、廊下
には利用者の方の作品が配置を工夫して展
示されていました。皆さんそれぞれにお気に
入りの場所があり（職員の話より）過ごされて
いました。

当ホームの運営主体の方針により、現金を
ホームへ置くことが難しいため、現金の扱い
はしていません。ただし、欲しい物が買える
ように近所のスーパーにて口座から引き出
すという支援をしています。
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